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研究成果の概要： 
 欧米のリベラル派において主流となっている宗教多元主義や多元主義的宗教政策は、しばし

ば、非欧米圏におけるファンダメンタルな価値を追求する「排他主義」的立場を進化論的な優

位性から批判する。しかし、価値の衝突を避けるためには、多元主義的モデルを、近代社会の

普遍的な宗教理解・政教理解と短絡すべきではない。また、近現代史における宗教理解は、ナ

ショナリズムとの関係を無視できない。それぞれの宗教は、置かれた土地に根ざそうとする根

源的欲求を持つが、それが国家的な価値観に吸収されるプロセスにおいて、同化だけでなく反

発・抵抗を生じるのであり、そのコンテキストの分析が平和構築のためには欠かせない。 
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１．研究開始当初の背景 
 これまで、諸宗教間の対話は主に欧米のキ
リスト教を中心に進められてきた。そこで対
話のための代表的なモデル形成がなされて
きたが、様々な宗教が入り交じる現代社会に
おいて理想とされるのは、どの宗教にも絶対
的な価値を認めない宗教多元主義の立場で
あった。これは啓蒙主義の精神の産物である
とも言える。 
 ところが、それぞれの宗教的価値を認め合

う寛容を前提にした、この考え方が、実際の
市民生活の中では必ずしも有効に機能しな
いことが、９・１１をはじめとする、近年の
テロや暴動の頻発から、徐々に認識されるよ
うになってきた。したがって、欧米圏の価値
観と非欧米圏の価値観の根本的なすれ違い
の原因とその政治的な影響力を究明しなけ
ればならないと考えた。 
 
 



２．研究の目的 
 欧米を中心に構築されてきた宗教間対話
を批判的に考察し、これまで十分に研究の対
象とされてこなかった非欧米圏の宗教間対
話の取り組みの実態を調査する。それと同時
に、欧米圏および非欧米圏の宗教間対話が、
地域紛争・テロなどによる政治状況の変化か
ら受けている影響を調べ、また関連各国の政
策決定において宗教政策がどのように変容
してきたのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）文献による調査・調査 
 以下のようなテーマで文献を収集した。 
①欧米における宗教間対話に関する文献。 
②東アジア・中東における宗教間対話に関す
る文献。 
③現代の宗教が現実の市民生活や政治に対
し及ぼしている影響や、多文化的・世俗的市
民生活から宗教が受けている影響について
言及している文献。 
④宗教的暴力や原理主義的な運動に関する
文献。 
⑤本研究課題の方法論を確立するための一
助となるような、言語解釈学・比較文明論・
比較政治学等の関連領域における文献。 
 
（２）取材による調査・研究 
①国内外の関連学会に参加し、研究の動向を
把握した。 
②本研究課題に関連するテーマに取り組ん
でいる海外の研究機関や研究者への取材・調
査を行った。 
 
（３）研究会の企画・実施 
①大学院後期課程の学生と研究課題を共有
し、研究の裾野を広げた。 
②「京都・宗教系大学院連合」において、特
に仏教と一神教の関係をめぐる研究会を立
ち上げた。 
 
（４）研究成果の発表 
①本研究の暫定的な成果を国内外の学会等
で発表し、フィードバックを得た。 
②研究成果を論文として発表した。 
 
 
４．研究成果 
 宗教間対話あるいは宗教の神学において、
比較的広く用いられている類型に排他主義、
包括主義、多元主義がある。そして宗教多元
主義の立場からは、しばしば、排他主義や包
括主義は克服されるべき前時代的なモデル
として批判されてきた。従来の宗教間対話モ
デルでは十分に評価できない事例として「原
理主義」に注目し、それを欧米だけでなく日
本近代史との関係において研究した。 

 「原理主義」と名指しされる宗教復興現象
の多くに、多元主義的な啓蒙的価値・近代主
義に対する抵抗の姿勢を見ることができる。
それは単にプレモダンへの伝統回帰ではな
く、モダニズムの影響を多分に受けながら、
それに包摂されない価値観を打ち立てよう
としているという点ではポストモダンとさ
え言い得る要素を有している。 
 そのことを近代日本宗教史と比較するこ
とを通じて、日本においても「ファンダメン
タルなもの」を追求することによって、西洋
近代と対峙しようとした類似の思想構造が
あることを認識するに至った。近代化を急い
だ日本の場合には、プレモダン・モダン・ポ
ストモダンが一時期に混在し、結果的に、そ
のことが戦争や植民地主義を正当化するイ
デオロギーにつながっていったことを考察
することができた。 
 本研究の成果を要約すると以下のように
なる。 
 
（１）従来の宗教間対話モデルの批判的考察 
 欧米のリベラル派の学者において主流と
なっている宗教多元主義や多元主義的宗教
政策の問題点を示し、同時に、それを非欧米
圏に適応することの難しさを示唆した。 
 特に欧米のモデルでは、宗教多元主義を優
位の価値として、排他主義や包括主義的な立
場を進化論的な立場から批判する傾向にあ
るが、非欧米圏（特にイスラーム世界）では
ファンダメンタルな価値や立ち返るべき伝
統は、それが欧米から見て排他主義的立場と
して批判されたとしても、しばしば日常的な
価値の基盤をなしている。多元主義的モデル
を、近代社会の普遍的な宗教理解・政教理解
と短絡することは避けなければならない。 
 
（２）非欧米圏（特に近代日本）の宗教間対
話の研究 
 特に日本の近代史における宗教政策を研
究対象とし、宗教概念そのものが国策に大き
く依存していることを明らかにした。宗教概
念が国家により規定されることにより、国家
的秩序や近代性に適合するものが、好ましい
宗教とされ、適合しないものは前近代的な迷
信とされた。このように近代において、宗教
は国家との距離により序列化されることに
なった。 
 また、欧米とは異なる形で、近代日本にお
いても宗教間対話はなされていたが、それが
時には戦争協力へと結びついていったメカ
ニズムを考察した。仏教とキリスト教は長ら
く敵対的な関係にあり、一方の他方に対する
見方は「排他主義」に分類することができる。
どちらも、相手の宗教に救済・解脱の可能性
を認めようとはしないからである。他方、国
体イデオロギー（＝公的領域）から見れば、



仏教にしてもキリスト教にしても、国家秩序
の維持に役立つ限りにおいて、共に有用性を
認めることができる。つまり、天皇を中心と
した「包括主義」（＝公的領域）は、私的領
域にある宗教に国家的意味・位置づけを付与
する越境的な力を持っていた。この皇国的
「包括主義」の内部にいる限り、それぞれの
宗教がそれ自体としては「排他主義」的関係
にあったとしても、皇国的「包括主義」とい
うメタレベルから見れば、すべての宗教は
「多元主義」的な相対的位置関係に置かれる。
これは、見方を変えれば、「多元主義」もま
た、国体イデオロギーに仕えることができる
ことを意味している 。しかし同時に、国体
イデオロギーに従わないものは、見解の相違、
多様性として認められるのではなく、国体的
「多元主義」の外部へと放逐されるのである。 
 このような構造は「日本型政教分離」の帰
結として位置づけることができるが、同時に、
現代インドや他のアジア地域の政教関係に
も類似の構造を見いだすことができる。 
 
（３）政治的変化と他宗教理解の相関関係の
研究 
 宗教間対話は、それぞれの宗教伝統の交流
だけでなく、政治的な文脈に依拠すること、
とりわけ、近現代史においてはナショナリズ
ムとの関係を無視できないことを明らかに
した。それぞれの宗教は、置かれた土地に根
ざそうとする根源的欲求を持つが、それが国
家的な価値観に吸収される近代特有の現象
を分析した。 
 ナショナリズムに対し批判的・建設的距離
をとりながら、同時にキリスト教を祖型とし
ない様々な宗教性（霊性）を射程にいれるた
めには、まず、ナショナリズムや宗教概念に
負わされてきた超文脈的（trans-contextual）
な特性を相対化する作業が必要である。その
ため、キリスト教の場合であれば、「宗教の
神学」（theology of religions）を中立的政治
空間（それはしばしば排除の空間に転移す
る）の中で問うのではなく、「文脈化の神学」
（contextual theology）と一体的に扱ってい
く視点が求められる（contextual theology of 
religions の必要性）。しかし、それだけでは
十分ではない。コンテキストを単純化せず、
むしろコンテキストの重層性やダイナミズ
ムを認識するためには、以下のようなフレー
ムワークの設定が役に立つと思われる。 
①intra-contextual theology of religions 
 「パトリア」および、それに起因する郷土
愛や民俗信仰、さらには愛国心を神学的課題
として対象化していく。その作業を通じて、
ナショナリズムが穏健なものから過激なも
のまで、どのような価値や伝統の源泉を持っ
ているのかを考察する。また、ナショナリズ
ムが過激なものへと変移しないための条件

設定を、宗教との関係において模索する。 
②inter-contextual theology of religions 
 特定の国家をコンテキストとする地域研
究だけでは、ナショナリズムや宗教復興運動
のグローバル化を説明することができない。
国境によって区分することのできない、コン
テキスト間の歴史的なつながりや流動性に
対する共通認識を深めることを通じて、自国
史の特殊性をより広い視野で位置づけ、国際
社会に貢献する独自の道を模索することが
可能となる。 
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